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同       大 島 有紀子 

同       近 藤 千鶴子 

同       中 島 賢 治 

 

 

 

  地方自治法第１９９条第４項の規定により監査を実施したので、同条

第９項の規定により監査の結果に関する報告を提出します。 
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第１期工事定期監査結果報告 

 

 

１ 監査の対象 

建設局 

 

２ 監査の範囲 

平成２１年度に実施した工事及び業務委託 

ただし、必要がある場合は、平成２２年度に拡大し及び過年度に遡及するものと

した。 

 

３ 監査の期間 

平成２２年４月１日から同年１０月２９日まで 

 

４ 監査の方法 

今回の監査は、監査対象工事４５２件のうちから抽出した別表に掲げる監査実施

工事１００件並びに監査対象業務委託９６件のうちから抽出した監査実施業務委

託３０件について、設計・積算、契約、施工・検査等の各段階において技術面から、

工事が適正に行われているかを主眼とし、経済性、効率性、有効性の視点にも留意

して、設計書、設計図面、仕様書、契約書、施工計画書、工事記録写真、品質報告

書その他関係書類を調査するとともに、関係職員から説明を聴取し、必要に応じて

現地調査を行った。 

 

５ 監査の結果 

監査の対象局における工事及び業務委託の内、検査については、おおむね適正に

執行されていたが、設計・積算、契約、施工について次のとおり改善すべき事項が

見受けられた。 
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（１）設計・積算について改善すべき事項 

ア  道路区画線の設計単価を適正に積算すべきもの 

［建設局：磯辺茂呂町線舗装改良工事（大金沢町工区）、 

千葉市稲毛区保健福祉センター(仮称）新築外構工事］ 

土木工事積算基準によると、道路区画線の設計単価については、道路区画線

の総延長に基づいて、標準単価に定められている加算率を乗じて算出すること

となっている。 

しかしながら、当該工事２件においては、道路区画線の総延長が５００ｍ以

上であることから、標準単価に「５００ｍ以上」の加算率を乗じて設計単価を

算出すべきところを、それぞれの仕様毎の延長により、標準単価に「５００ｍ

未満」の加算率を乗じて算出していた。 

道路区画線の設計単価については、土木工事積算基準に基づき適正に積算さ

れたい。 

 

イ  視覚障害者誘導用ブロックの設置を適正に行うべきもの 

［建設局：天台８４号線外１特定経路整備工事] 

高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律（いわゆる「バリ

アフリー新法」）に基づく道路の移動等円滑化基準の運用指針によると、特定

道路等における中央分離帯上の滞留スペースには、視覚障害者誘導用ブロッ

クを設置することとなっている。 

しかしながら、本工事においては横断歩道の中間部にある中央分離帯上の

滞留スペースに、設置すべき視覚障害者誘導用ブロックが施工されていなか

った。 

視覚障害者誘導用ブロックの設置については、道路の移動等円滑化基準の

運用指針に基づき適正に行われたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

視覚障害者誘導用ブロック 

視覚障害者誘導用ブロック 

を設置すべき中央分離帯 

5.4ｍ 車道 

3.1ｍ 中央分離帯 

5.4ｍ 車道 

視覚障害者誘導用ブロック 

現場の状況 
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（２）契約について改善すべき事項 

ア  個人情報管理責任者の設置の報告を適正にするよう指導すべきもの 

[建設局：ＪＲ海浜幕張駅路上自転車駐車場整備工事、 

穴川犢橋町線外２道路改良工事、 

人孔蓋更新工事（南部処理区２１－１）、 

下水道雤水浸透施設工事（弥生２１－１）] 

千葉市個人情報保護条例の制定により、運用基準として定められた千葉市個

人情報を取り扱う事務の委託に関する基準が平成２０年１０月に改正され、受

託者（請負者）等が講ずべき措置・責務等について、千葉市建設工事請負契約

約款に個人情報取扱特記事項として規定されている。 

同契約約款の個人情報取扱特記事項第３の第２項によると、「乙（請負者）は、

この契約による事務に係る個人情報を適正に管理させるために、個人情報管理

責任者を設置し、甲（発注者）にその旨を報告しなければならない。」とされて

いる。 

しかしながら、当該工事８０件においては、発注者は、請負者から個人情報

管理責任者の設置の報告を受けていなかった。 

個人情報管理責任者については、同契約約款に基づき、発注者は、請負者か

ら設置の報告を受けるとともに、発注者に対しその旨を報告するよう請負者を

指導されたい。 
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（３）施工について改善すべき事項 

ア  道路占用における仮設物件の残置手続きを適正に行うべきもの 

［建設局：下水道排水施設工事（大森雤水２１－１工区）］ 

千葉市道路占用規則で定める残置基準によると、道路占用者は、廃止管路及

び仮設物件を残置しようとするときは、道路管理者の許可を受けなければなら

ないとされている。 

また、その際には道路占用許可申請書に残置物件内訳書を添付して、下水道

管及びマンホールなどの本体構造物とともに道路占用許可を受けることとさ

れている。 

しかしながら、本工事においては、下水道雤水本管の推進工事により土留用

として設置した仮設材のライナープレート(２箇所)について、道路面から  

１．５ｍまでの深さのものは、撤去しているが、１．５ｍを超える深さのもの

は、撤去が困難なことから道路占用許可を受けずに残置されていた。 

道路占用における仮設物件の残置手続きについては、関係法令に基づき、適

正に行われたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ライナープレート） 

道路面 

（４．０ｍ） 

６．０ｍ 

残置部分 

 断面概要図 
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イ  作業員の安全を確保すべきもの 

［建設局：南部浄化センターＣ系水処理施設土木工事］ 

（ア）重機作業時における作業員の安全を確保すべきもの 

労働安全衛生規則第１５８条第１項によると、車両系建設機械(以下、「重機」

という。)を用いて作業を行なうときは、運転中の重機に接触することにより

労働者に危険が生ずるおそれのある箇所に、労働者を立ち入らせてはならない

とされている。 

しかしながら、本工事においては、誘導者が現場から離れている際に重機で

土の埋戻し作業を行っていたところ、運転員が重機を後退させる際に、前進の

ギアに入れたまま誤ってブレーキを解除したため、前方で補助作業をしていた

作業員に重機が接触し足を骨折する事故が発生した。 

重機作業を行なう際は、関係法令を遵守し、作業員の安全を確保するよう

請負者を指導されたい。 

 

（イ）高所作業での作業員の安全を確保すべきもの 

労働安全衛生規則第５１９条第２項によると、高さが２メートル以上の作

業床の端、開口部等で墜落により労働者に危険を及ぼすおそれのある箇所で

囲い等を設けることが著しく困難なとき又は作業の必要上臨時に囲い等を取

りはずすときは、防網を張り、労働者に安全帯を使用させる等墜落による労

働者の危険を防止するための措置を講じなければならないとされている。 

しかしながら、本工事においては、型枠支保工足場で通路用の足場板を番

線で固定する作業を行っていたところ、安全帯フックを親綱から外し移動し

ていた際に４．２ｍ下の床面に墜落し、足を骨折する事故が発生した。 

高所での工事の施工にあたっては、関係法令を遵守し作業員が安全に作業

できるよう請負者を指導されたい。 
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